
JP 5158455 B2 2013.3.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水により便器本体を洗浄する水洗大便器において、
　便器本体へ供給する洗浄水を貯水し、洗浄水を排出する排水口を備えた貯水タンクと、
　ボウル形状の汚物受け面と上縁部にあるリム部を備えたボウル部と、
　このボウル部の下方にその入口が接続され汚物をサイホン作用により排出する排水路と
、
　上記ボウル部の側方に対応する上記リム部の位置に設けられ、洗浄水がリム部に沿って
旋回して上記ボウル部を洗浄するように洗浄水を吐水するリム吐水部と、
　上記排水路の入口に向かって洗浄水を吐水するゼット吐水部と、
　上記リム吐水部へ洗浄水を導くリム導水路と、
　上記ゼット吐水部へ洗浄水を導くゼット導水路と、
　上記貯水タンクの排水口から洗浄水が流入すると共に洗浄水を上記リム導水路と上記ゼ
ット導水路に分流する分流室と、を有し、
　上記貯水タンクは、その底面が上記便器本体の上面から上方へ所定距離だけ離間して上
記便器本体に設けられ、
　更に、上記貯水タンクの排水口と上記分流室との間に設けられ、洗浄水を一時的に滞留
させて洗浄水にヘッド圧を与える洗浄水滞留部を有し、
　洗浄水が上記洗浄水滞留部及び上記分流室に滞留し、この滞留した洗浄水が、上記分流
室から上記リム導水路及びゼット導水路を経て上記リム吐水部及びゼット吐水部に供給さ
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れることを特徴とする水洗大便器。
【請求項２】
　上記洗浄水滞留部は、上記貯水タンクの排水口と上記便器本体の上面との間に配置され
た筒体部材であり、上記ゼット導水路の入口の面積が上記筒体部材の断面積よりも小さく
なっている請求項１に記載の水洗大便器。
【請求項３】
　上記貯水タンクの排水口は、上記ゼット導水路の入口のほぼ真上に設けられている請求
項１又は２に記載の水洗大便器。
【請求項４】
　上記ゼット導水路は、上記洗浄水滞留部で滞留した洗浄水が、便器洗浄の後半部分で、
上記リム導水路より上記ゼット導水路により多くの洗浄水が流入するように形成されてい
る請求項３に記載の水洗大便器。
【請求項５】
　上記ゼット導水路の上流部分は、水平線に対して下方側へ５５度～６５度傾いて形成さ
れている請求項１乃至４の何れか１項に記載の水洗大便器。
【請求項６】
　上記便器本体は、３．６～４．２リットルの洗浄水量により洗浄される請求項１乃至５
の何れか１項に記載の水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係わり、特に、洗浄水の旋回流を形成してサイホン作用により
汚物の排出する水洗大便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば、特許文献１に記載されているように、貯水タンクと、ボウル部の側
方に形成されたリム吐水口及びトラップ排水路に対向するゼット吐水口を備えた便器本体
とを有し、貯水タンクから排水された洗浄水を共通通水路内で分流させ、リム吐水口とゼ
ット吐水口の双方に洗浄水を供給する水洗便器が知られている。
【０００３】
　この特許文献１に記載された水洗便器においては、貯水タンクから排出された洗浄水を
、共通通水路を経てリム吐水口へ導くリム通水路と、同様に、共通通水路を経てゼット吐
水口へ導くゼット通水路が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１１３６４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載された従来の水洗便器においては、貯水タン
クから排出された洗浄水を共通通水路を経て、リム通水路からリム吐水口へ、同時に、ゼ
ット通水路からゼット吐水口へ供給しているため、他の構造の便器に比べて、リム吐水口
及びゼット吐水口から吐水される洗浄水の勢いが弱くなり、洗浄性能が低下すると言う問
題がある。
【０００６】
　特に、最近要請されている節水型の水洗便器（例えば、洗浄水量が４．２リットル以下
の便器）の場合には、洗浄水の水位も低くなり、十分なヘッド圧も作用しないので、洗浄
水の勢いがさらに弱くなり、洗浄性能が著しく低下するという問題が顕在化してきている
。
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【０００７】
　そこで、本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、少ない洗浄
水量でも良好に便器洗浄を行なうことができる水洗大便器を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明は、洗浄水により便器本体を洗浄する水洗大便器
において、便器本体へ供給する洗浄水を貯水し、洗浄水を排出する排水口を備えた貯水タ
ンクと、ボウル形状の汚物受け面と上縁部にあるリム部を備えたボウル部と、このボウル
部の下方にその入口が接続され汚物をサイホン作用により排出する排水路と、ボウル部の
側方に対応するリム部の位置に設けられ、洗浄水がリム部に沿って旋回してボウル部を洗
浄するように洗浄水を吐水するリム吐水部と、排水路の入口に向かって洗浄水を吐水する
ゼット吐水部と、リム吐水部へ洗浄水を導くリム導水路と、ゼット吐水部へ洗浄水を導く
ゼット導水路と、貯水タンクの排水口から洗浄水が流入すると共に洗浄水をリム導水路と
ゼット導水路に分流する分流室と、を有し、貯水タンクは、その底面が便器本体の上面か
ら上方へ所定距離だけ離間して便器本体に設けられ、更に、貯水タンクの排水口と分流室
との間に設けられ、洗浄水を一時的に滞留させて洗浄水にヘッド圧を与える洗浄水滞留部
を有し、洗浄水が洗浄水滞留部及び分流室に滞留し、この滞留した洗浄水が、分流室から
リム導水路及びゼット導水路を経てリム吐水部及びゼット吐水部に供給されることを特徴
としている。
　このように構成された本発明においては、貯水タンクの底面が便器本体の上面から上方
へ所定距離だけ離間して便器本体に設けられているので、貯水タンク内の洗浄水量が節水
化により減少しても、洗浄水には十分なヘッド圧が与えられ、便器本体へ洗浄水を供給す
ることができる。さらに、本発明においては、貯水タンクの排水口と分流室との間に洗浄
水を一時的に滞留させて洗浄水にヘッド圧を与える洗浄水滞留部が設けられているので、
洗浄水が洗浄水滞留部及び分流室に滞留し、この滞留した洗浄水が、分流室からリム導水
路及びゼット導水路を経てリム吐水部及びゼット吐水部へ供給される。この結果、本発明
によれば、節水化により洗浄水量が減少しても、洗浄性能を確保することができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、洗浄水滞留部は、貯水タンクの排水口と便器本体の上面
との間に配置された筒体部材であり、ゼット導水路の入口の面積が筒体部材の断面積より
も小さくなっている。
　このように構成された本発明においては、ゼット導水路の入口の面積が、貯水タンクの
排水口と便器本体の上面との間に配置された筒体部材の断面積よりも小さくなっているの
で、筒体部材から分流室を経てゼット導水路に流入する洗浄水に対してゼット導水路の入
口が抵抗となる。このため、洗浄水が筒体部材内で一時的に滞留し易くなり、滞留した洗
浄水にヘッド圧が与えられるので、洗浄水を、勢い良く、分流室からリム導水路及びゼッ
ト導水路を経てリム吐水部及びゼット吐水部へ供給することができる。この結果、本発明
によれば、節水化により洗浄水量が減少しても、洗浄性能を確保することができる。
【００１１】
　本発明において、好ましくは、貯水タンクの排水口は、ゼット導水路の入口のほぼ真上
に設けられている。
　このように構成された本発明においては、貯水タンクの排水口が、ゼット導水路の入口
のほぼ真上に設けられているので、洗浄水を、勢い良く、分流室からゼット導水路を経て
ゼット吐水部へ供給することができる。これにより、より強いサイホン作用を発生させる
ことができ、洗浄性能を向上させることができる。さらに、ゼット導水路に残存している
空気を貯水タンク側へ効果的に排出することができる。
【００１２】
　本発明において、好ましくは、ゼット導水路は、洗浄水滞留部で滞留した洗浄水が、便
器洗浄の後半部分で、リム導水路よりゼット導水路により多くの洗浄水が流入するように
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形成されている。
　このように構成された本発明においては、洗浄水滞留部で滞留した洗浄水が、便器洗浄
の後半部分で、リム導水路よりゼット導水路により多くの洗浄水が流入するので、より強
く且つより長くサイホン作用を発生させることができ、洗浄性能を向上させることができ
る。
【００１３】
　本発明において、好ましくは、ゼット導水路の上流部分は、水平線に対して下方側へ５
５度～６５度傾いて形成されている。
　このように構成された本発明においては、ゼット導水路に残存している空気を貯水タン
ク側へ効果的に排出することができる。
【００１４】
　本発明において、好ましくは、便器本体は、３．６～４．２リットルの洗浄水量により
洗浄される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の水洗大便器によれば、少ない洗浄水量でも良好に便器洗浄を行なうことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態による水洗大便器を示す平面図である。
【図２】図１のII－II線に沿って見た側面断面図である。
【図３】本発明の実施形態による水洗大便器に使用される排水弁を示す拡大側面断面図で
ある。
【図４】図２のIV－IV線に沿って見た正面断面図である。
【図５】図２のV－V線に沿って見た背面断面図である。
【図６】本発明の実施形態による水洗大便器におけるリム吐水口及びゼット吐水口から吐
水される洗浄水の瞬間流量を示す線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態による水洗大便器について説明する。
　先ず、図１及び図２により、本実施形態による水洗大便器の基本構造を説明する。図１
は本発明の実施形態による水洗大便器を示す平面図であり、図２は図１のII－II線に沿っ
て見た側面断面図である。
【００１８】
　図１及び図２に示すように、本実施形態による水洗大便器１は、タンク式の節水型の水
洗大便器であり、洗浄水を貯水する貯水タンク２と、洗浄水が供給される便器本体４とを
備えており、この貯水タンク２は、便器本体４に取り付けられている。
【００１９】
　便器本体４は、表面に釉薬層が形成された陶器製であり、下部にスカート部６が形成さ
れ、上半部のうち前方にボウル部８が形成され、後方上部に分流室１０、後方下部に排水
路１２がそれぞれ形成されている。
【００２０】
  ボウル部８は椀状をなす汚物受け面１４と上縁部を構成するリム部１６を有し、このリ
ム部１６の下方側のボウル部１６の上縁に沿った全周に、棚部１８が形成されている。ま
た、リム部１６の内側面１６ａは、上から見て死角にならないように、ほぼ垂直に延びて
いる。これにより、清掃の際には使い捨ての紙等を使用して簡単に内側面１６ａを拭き取
ることができ、しかも洗浄水が外に飛び出すことがないようになっている。
【００２１】
  汚物受け面１４の中央で溜水面（封水面）Ｗの下方の箇所には排水路１２の入口１２ａ
が開口し、この排水路入口１２ａから上昇路１２ｂが後方に伸び、この上昇路１２ｂには
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下降路１２ｃ（縦管）が連続し、下降路１２ｃの下端は、排水ソケット（示せず）を介し
て排出管に接続されている。
【００２２】
　便器本体４を前方から見て、リム部１６の棚部１８の左側の側方には、リム吐水口２０
が形成され、ボウル部８の下方には、排水路１２の入口１２ａに対向してゼット吐水口２
２が形成されている。ここで、リム吐水口２０は、１つが好ましい。このリム吐水口２０
から棚部１８上に洗浄水が吐水され、洗浄水が棚部１８上を旋回しながら、ボウル部８の
方へ流れていき、これにより、ボウル部８を洗浄するようになっている。
　また、ゼット吐水口２２からは、排水路１２の入口１２ａに向けて洗浄水が吐水され、
これにより、サイホン作用が発生するようになっている。さらに、ゼット吐水口２２から
吐水される洗浄水により、リフィール（封水）がされるようになっている。
【００２３】
　さらに、便器本体１内には、これらのリム吐水口２０に洗浄水を供給するリム導水路２
４と、ゼット吐水口２２に洗浄水を供給するゼット導水路２６がそれぞれ形成されている
。これらのリム導水路２４及びゼット導水路２６の詳細構造は後述する。
【００２４】
　上述した分流室１０は、その上方に洗浄水流入口１０ａが形成され、この洗浄水流入口
１０ａから、貯水タンク２内の洗浄水が分流室１０に流入するようになっている。さらに
、この分流室１０は、リム導水路２４とゼット導水路２６に接続され、リム吐水口２０と
ゼット吐水口２２に供給される洗浄水を分流するようになっている。
【００２５】
　次に、図３により、貯水タンクの構造について説明する。図３は本発明の実施形態によ
る水洗大便器に使用される排水弁を示す拡大側面断面図である。
　図３に示すように、貯水タンク２は、外部タンク２ａと、この外部タンク２ａ内に配置
された内部タンク２８と、この内部タンク２８内に取り付けられた排水弁３０とを備え、
さらに、この排水弁３０の下流側には、必要なヘッド圧を得るため且つ洗浄水を滞留させ
るための筒体部材３２が設けられている。この筒体部材３２は、洗浄水滞留部として機能
し、その詳細構造は、後述する。なお、筒体部材３２は外部タンク２ａと一体形成しても
良く、別部材として形成しても良い。
【００２６】
　内部タンク２８の底面には、排水口３４が形成され、この排水口３４の上縁部には、弁
座３６が形成されている。この排水口３４の上方には、制御筒３８が内部タンク２８の底
面に固定配置されている。この制御筒３８の内側空間内には、オーバフロー管４０が挿入
され、このオーバフロー管４０の下端には、円板形状の弁体４２が取付けられ、さらに、
には、オーバフロー管４０の中間部には、フロート４４が取り付けられ、このフロート４
４は、制御筒３８内の貯水室３８ａに浮ぶように配置されている。このように、オーバフ
ロー管４０、弁体４２、フロート４４は、一体物となっており、上下方向に移動可能とな
っている。なお、制御筒３８の貯水室３８ａの底面には、制御小孔（図示せず）が形成さ
れ、貯水室３８ａ内の洗浄水が、制御小孔から流出するようになっている。
【００２７】
　この排水弁３２の動作を説明する。図示しない操作レバーが操作されると、駆動機構に
より、オーバフロー管４０が、弁体４２及びフロート４４と共に上昇し、これにより、弁
体４２が弁座３６から離間し、排水口３４から洗浄水が流出する。このとき、貯水室３８
ａ内の洗浄水が制御小孔から少しずつ流出するので、貯水室３８内の水面も徐々に下降す
る。水面の下降に伴って、フロート４４も徐々に下降するので、弁体４２が急激に下降し
て、排水口３４を閉鎖することがないようになっている。
【００２８】
　次に、図１、図２、図４、図５により、上述した、筒体部材３２、リム導水路２４及び
ゼット導水路２６等について詳細に説明する。図４は図２のIV－IV線に沿って見た正面断
面図であり、図５は図２のV－V線に沿って見た背面断面図である。
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　先ず、図２に示すように、筒体部材３２は、所定の高さＨ１及び直径Ｄ１を備えており
、この筒体部材３２の高さＨ１により、洗浄水を貯水する内部タンク２８の便器本体４の
上面からの高さ自体が高くなり、それにより、洗浄水のヘッド圧が大きくなる。さらに、
詳細は後述するが、筒体部材３２内には、洗浄水が滞留するが、このとき、滞留する洗浄
水にもヘッド圧が作用するようになっている。
　なお、上述した分流室１０の洗浄水流入口１０ａも、筒体部材３２の直径Ｄ１と同じ大
きさとなっている。
【００２９】
　次に、図１に示されているように、平面視で、貯水タンク２の排水口３４は、前方から
見て左側に偏って形成されている。また、図１及び図２に示すように、筒体部材３２も排
水口３４の真下に取り付けられ、さらに、上述した便器本体１内の分流室１０も、筒体部
材３２の真下に形成されている。
【００３０】
　次に、図１及び図２に示すように、リム導水路２４は、その上流側が分流室１０に接続
され、その下流側がリム吐水口２０に接続されている。このリム導水路２４は、ほぼ直線
形状となるように形成されている。これにより、分流室１０、リム導水路２４、リム吐水
口２０は、図１及び図２からも明らかなように、水平方向に延びるほぼ同一直線に沿って
形成されている。このように、リム導水路２４は、実質的な屈曲部が無いように形成され
ている。
【００３１】
　ゼット導水路２６は、その入口２６ａが分流室１０に接続され、その下流側がゼット吐
水口２２に接続されている。ゼット導水路２６の入口２６ａは一辺の長さＬ１（図１参照
）の正方形状であり、さらに、ゼット導水路２６の入口２６ａの面積は、上述した筒体部
材３２の断面積よりも小さくなっている。また、ゼット導水路２６の入口２６ａは、上述
した、貯水タンク２の排水口３４、筒体部材３２、分流室１０の真下に形成されている。
【００３２】
　ゼット導水路２６の上流部分は、図２に示すように、水平方向に対して下方側へ６０度
傾いて形成されている。このゼット導水路２６の上流部分の傾斜角度は、水平方向に対し
て下方側へ５５度～６５度の範囲傾くのが好ましい。
　さらに、ゼット導水路２６は、図１に示すように、平面視で、リム導水路２４及び分流
室１０と共に、ほぼ同一直線上になるように、形成されている。
【００３３】
　ここで、水洗大便器１により使用される洗浄水量について説明する。先ず、上述した貯
水タンク２は、洗浄開始前において、外部の給水管（図示せず）により供給された洗浄水
を貯水しており、この貯水される洗浄水量は、２．５リットルである。なお、この貯水タ
ンク２に貯水される洗浄水量は、２．３～２．９リットルの範囲が好ましい。
　また、サイホン作用終了後に、外部の給水管から供給された洗浄水が、貯水タンク２を
経由して、便器本体４内にリフィールされ、この洗浄水のリフィール量は、１．３リット
ルである。
　このように、本実施形態による水洗大便器の便器本体を洗浄するために必要な洗浄水量
（総吐水量）は、このリフィール量を含め、３．８リットル（又は、３．６リットル～４
．２リットルが好ましい）である。
　なお、本実施形態による水洗大便器においては、貯水タンクが、リフィール量も含めた
洗浄水量（総吐水量）を貯水するようにしても良い。この場合には、貯水タンクには、３
．８リットル（又は、３．６リットル～４．２リットルが好ましい）の洗浄水量が貯水さ
れる。
【００３４】
　次に、上述した本実施形態による水洗大便器の動作について説明する。先ず、図６によ
り、リム吐水口及びゼット吐水口からの吐水における瞬間流量と時間との関係を説明する
。
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　図６に示すように、本実施形態においては、貯水タンク２に２．５リットルの洗浄水量
が貯水されており、この２．５リットルの洗浄水のうち、ボウル部８を洗浄するために必
要なリム吐水口２０から吐水される洗浄水量は０．７リットル、サイホン作用を発生させ
るために必要な洗浄水量は１．８リットルである。さらに、上述したように、サイホン作
用終了後には、リフィールを行なうために必要な洗浄水量１．３リットルが、給水管（図
示せず）から貯水タンク２を経由して、ゼット吐水口２２から吐水される。
【００３５】
　具体的には、先ず、使用者が貯水タンク２の操作レバーを操作すると、排水弁３０の弁
体４２がオーバフロー管４０及びフロート４４と共に上昇に、弁体４２が弁座３６から離
れ、排水弁３４が開となる。この後、洗浄水は、筒体部材３２内を落下して、分流室１０
に流入し、分流室１０で、リム導水路２４とゼット導水路２６に分流され、リム導水路２
４を経て、リム吐水口２０から吐水され、さらに、ゼット導水路２６を経て、ゼット吐水
口２２から吐水される。
【００３６】
　このとき、図６に示すように、リム吐水口とゼット吐水口における吐水開始タイミング
は、ほぼ同時である。
　また、本実施形態においては、リム吐水口２０からの吐水は、サイホン作用の終了時又
は終了前に終了するようになっている。
【００３７】
　以下、本実施形態による水洗大便器による動作をより具体的に説明する。
　排水弁３４が開くと、内部タンク２８に貯水された洗浄水は、排水口３４から排出され
、筒体部材３２内を落下し、真下にある便器本体４の分流室１０に流入する。このとき、
貯水タンク２（内部タンク２８）の底面が便器本体４の上面から上方へ筒体部材３２の高
さＨ１に相当する距離だけ離間して設けられているので、貯水タンク２内の洗浄水量が節
水化により減少しても、洗浄水には十分なヘッド圧が与えられ、便器本体４へ洗浄水を供
給することができる。これにより、本実施形態による水洗大便器１によれば、節水化によ
り洗浄水量が減少しても、洗浄性能を確保することができる。
【００３８】
　次に、貯水タンク２内の洗浄水が便器本体４の分流室１０に流入するとき、筒体部材３
２が設けられており、また、ゼット導水路２６の入口２６ａの真上に排水口３４及び筒体
部材３２が設けられており、さらに、ゼット導水路２６の入口２６ａ面積が筒体部材３２
の断面積よりも小さくなっているので、洗浄水が分流室１０に流入するとき、筒体部材３
２３内に洗浄水が一時的に滞留することになる。
【００３９】
　このように、貯水タンク２の排水口と分流室１０との間に設けられた筒体部材３２内に
洗浄水が一時的に滞留し、筒体部材３２が洗浄水滞留部として機能するので、この洗浄水
が滞留することにより洗浄水にヘッド圧が与えられ、洗浄水は、勢い良く、分流室１０か
らリム導水路２４及びゼット導水路２６を経てリム吐水口２０及びゼット吐水口２２へ供
給される。これにより、本実施形態による水洗大便器１によれば、節水化により洗浄水量
が減少しても、洗浄性能を確保することができる。
【００４０】
　また、ゼット導水路２６の入口２６ａの面積が、筒体部材３２の断面積よりも小さくな
っているので、筒体部材３２から分流室１０を経てゼット導水路２６に流入する洗浄水に
対してゼット導水路２６の入口２６ａが抵抗となるため、洗浄水が筒体部材３２内で一時
的に滞留し易くなり、滞留した洗浄水にヘッド圧が与えられるので、洗浄水を、勢い良く
、分流室１０からリム導水路２４及びゼット導水路２６を経てリム吐水口２０及びゼット
吐水口２２へ供給することができる。
【００４１】
　さらに、貯水タンク２の排水口３４が、ゼット導水路２６の入口２６ａの真上に設けら
れているので、洗浄水を、勢い良く、分流室１０からゼット導水路２６を経てゼット吐水



(8) JP 5158455 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

口２２へ供給することができる。これにより、より強いサイホン作用を発生させることが
でき、洗浄性能を向上させることができる。さらに、ゼット導水路２６に残存している空
気を貯水タンク側である筒体部材３２へ効果的に排出することができるのでより洗浄性能
を向上させることができる。
【００４２】
　また、ゼット導水路２６の入口２６ａが、筒体部材３２の真下に開口しているので、筒
体部材３２内で滞留した洗浄水が、便器洗浄の後半部分で、リム導水路２４よりゼット導
水路２６により多くの洗浄水が流入する。これにより、サイホン作用が弱まる便器洗浄後
半において、ゼット導水路２６から吐水される洗浄水にヘッド圧を作用させて、より強く
且つより長くサイホン作用を発生させることができ、洗浄性能を向上させることができる
。
【００４３】
　また、上述したように、ゼット導水路２６の上流部分は、水平線に対して下方側へ５５
度～６５度、好ましくは、６０度傾いて形成されているので、ゼット導水路２６に残存し
ている空気を貯水タンク側である筒体部材３２内へ効果的に排出することができるのでよ
り洗浄性能を向上させることができる。
【００４４】
　次に、本実施形態による水洗大便器においては、分流室１０と、リム導水路２４と、リ
ム吐水口２０とが水平方向に延びるほぼ同一直線に沿って形成されているので、リム導水
路２４の長さを短くすることができ且つリム導水路２４の屈曲部を減らすことができるの
で、リム導水路２４で発生する圧力損失を低減することができる。これにより、リム吐水
口２０からのリム吐水開始タイミングを早くすることができ（図６参照）、さらに、ゼッ
ト吐水口２２からの吐水により発生する排水路１２におけるサイホン作用の終了時又は終
了前に、ボウル部洗浄を終わらせることができるので、少ない洗浄水量でも良好に便器洗
浄を行うことができる。
【００４５】
　また、ゼット導水路２６が、リム導水路２４及び分流室１０と平面視でほぼ同一直線上
に形成されている（図１参照）ので、リム吐水口２０からの吐水とゼット吐水口２２から
の吐水の吐水開始タイミングをほぼ同時にすることができる（図６参照）ので、サイホン
作用の終了と同時又は終了前にボウル部８の洗浄を終えることができる。これにより、ボ
ウル部８内に汚物が残存することがなく、少ない洗浄水量でも良好に便器洗浄を行うこと
ができる。
【００４６】
　また、リム吐水口２０を１つとした場合には、２つ以上のリム吐水口がある場合と比べ
て、リム吐水口２０からの洗浄水の吐水開始タイミングを早くすることができ、サイホン
作用の終了と同時又は終了前にボウル部の洗浄を終えることができる。これにより、少な
い洗浄水量でも良好に便器洗浄を行うことができる。
【００４７】
　さらに、リム吐水口２０は、リム部の下方側に配置された棚部１８に設けられているの
で、リム吐水口２０から吐水される洗浄水の勢いが増加しても、洗浄水がリム部１６を越
えて外部に飛び出すことを防止することができる。
【００４８】
　なお、本実施形態による水洗大便器は、節水型の水洗大便器に適用可能であるが、好ま
しくは、便器本体の洗浄水量は、３．６～４．２リットルである。
【００４９】
　本発明は、上述した実施形態以外に、リム吐水口のみから洗浄水を吐水するタイプの水
洗大便器にも適用可能である。この場合には、水洗大便器の基本構造は、上述した実施形
態による水洗大便器と同じである。異なる構造として、便器本体には、分流室、ゼット導
水路、ゼット吐水口は、形成されず、貯水タンク内の洗浄水が、排水口から、筒体部材を
経て、リム導水路の上流端に直接流入するようになっている。リム導水路は、上述した実
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施形態におけるリム導水路２４と実質的に同じであり、リム導水路とリム吐水口がほぼ同
一直線に沿って形成されている。
【符号の説明】
【００５０】
　１　水洗大便器
　２　貯水タンク
　４　便器本体
　８　スカート部
１０　分流室
１２　排水路
１４　汚物受け面
１６　リム部
１８　棚部
２０　リム吐水口
２２　ゼット吐水口
２４　リム導水路
２６　ゼット導水路
２６ａ　ゼット導水路の入口
２８　内部タンク
３０　排水弁
３２　筒体部材（洗浄水滞留部）
３４　排水口

【図１】 【図２】
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